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「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障
点
検
運
動
」
を
応
援
し
ま
す

　

栃
木
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

は
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
一
環

と
し
て
全
労
済
の
「
住
ま
い
と

暮
ら
し
の
防
災
・
保
障
点
検
運

動
」
を
応
援
し
ま
す
。

　

保
障
の
加
入
率
を
世
帯
別
に

み
る
と
、
生
命
保
障
や
車
の
補

償
は
九
割
近
く
の
方
が
加
入
し

て
い
る
の
に
対
し
、
火
災
保
険

（
共
済
）
な
ど
の
住
宅
保
障
は

四
九
．
二
㌫
。
家
財
保
障
は
三

五
．
四
㌫
と
低
い
傾
向
で
す
。

　

住
宅
や
家
財
の
保
障
は
組
合

員
と
ご
家
族
の
「
住
ま
い
と
暮

ら
し
」
に
お
け
る
基
本
保
障
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
半
数
以
上
の

方
が
無
保
障
状
態
に
あ
る
の
で

す
。

　
「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
・

保
障
点
検
運
動
」
で
は
、
組
合

員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま

が
、
万
一
の
火
災
や
地
震
等
に

対
す
る
理
解
や
準
備
状
況
に
つ

い
て
点
検
い
た
だ
く
こ
と
で
、

『
備
え
る
』『
守
る
』『
再
建
す
る
』

と
い
う
三
つ
の
視
点
に
立
っ
た

対
策
が
は
か
れ
ま
す
。

　

展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
最
初

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
お
答
え

い
た
だ
く
だ
け
で
「
防
災
・
災

害
対
応
時
」
に
関
す
る
理
解
や

知
識
が
得
ら
れ
る
内
容
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ

い
た
方
に
は
、「
診
断
結
果
レ

ポ
ー
ト
」
が
届
き
ま
す
。「
診

断
結
果
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
ご
提

出
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
基
づ
い
て
お
り
、
ま
さ
に

一
人
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
た
、「
防

災
版
健
康
診
断
」。
ご
自
身
の

防
災
に
対
す
る
準
備
状
況
を
把

握
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、一
緒
に
お
届
け
す
る
、

全
労
済
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
防
災

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
よ
っ
て
防

災
に
対
す
る
知
識
を
よ
り
深
め

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
活
再
建
策
と
し

て
全
労
済
か
ら
火
災
共
済
の
ご

提
案
を
し
ま
す
。
万
一
被
害
に

あ
っ
た
際
、
生
活
を
再
建
す
る

た
め
に
必
要
な
保
障
額
に
そ
っ

た
ご
案
内
で
す
。

　

診
断
レ
ポ
ー
ト
の
結
果
は
全

労
済
が
ま
と
め
、「
実
態
調
査

報
告
書
」
と
し
て
社
会
に
広
く

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
実
施
に
よ
っ
て

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
災
害

へ
の
準
備
と
防
災
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、労
働
組
合
と
し
て
は
、

組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の
「
住

ま
い
と
暮
ら
し
」
に
密
着
し
た

防
災
対
策
・
無
保
障
状
態
の
解

消
を
図
る
福
利
厚
生
活
動
と
し

て
取
り
組
み
い
た
だ
け
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
運
動
は
労

働
組
合
、
組
合
員
、
全
労
済
が

一
体
と
な
っ
て
行
な
っ
て
い
く

社
会
的
意
義
の
あ
る
取
り
組
み

で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
災
害
か
ら
ご

自
身
や
ご
家
族
を
守
り
、
安
心

し
て
日
々
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、「
住
ま
い

と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障
点
検

運
動
」
へ
の
取
り
組
み
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

1.住宅保障（49.2%）
2.家財保障（35.4%）
3.地震保障（22.4%） 

★住宅関連保障の普及率
※1・2は、日本損害保険協会
　ファクトブック2001より

※3は損害保険料算出機構
　統計集（平成20年度・地
　震保険）より

災害前
備える

災害時
守る

災害後
再建する

災害前
備える

災害時
守る

災害後
再建する

万一の火災や自然災害の発生に
際し、充分な生活・住宅の再建策
を確保できているか、確認いただ
けます。

防災・災害発生時対策の取り組み
を合わせて実施することで、総合
的に組合員の皆さまの生活改善
向上がはかれます。

組合員の皆さまの住宅関連保障
への必要保障額の提案ならびに
加入漏れを防ぐことができます。
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第
４
回
定
期
総
会
終
わ
る

　
『
ろ
う
き
ん
サ
マ
ー
住
宅
フ
ェ
ア
』

開
催
中　

【
第
２
回
】住
処（
す
み
か
）を
定
め
る
土
地
の
見
方
・
選
び
方

～
物
件
探
し
の
方
法
、立
地
に
つ
い
て
～

中
央
労
働
金
庫『
住
宅
に
関
わ
る
〝
知
っ
得
情
報
〟
』

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
下
都
賀

　
『
中
央
ろ
う
き
ん
』
で
は
、
マ

イ
ホ
ー
ム
新
築
等
を
ご
計
画
の

お
客
様
に
向
け
て
、
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
協
賛
に
よ
る
『
ろ
う
き

ん
サ
マ
ー
住
宅
フ
ェ
ア
二
〇
一
〇
』

を
開
催
中
で
す
。

　

本
フ
ェ
ア
開
催
期
間
中
に
協
賛

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
マ
イ
ホ
ー
ム

新
築
に
係
る
請
負
契
約
を
締
結
し
、

『
中
央
ろ
う
き
ん
』
の
住
宅
ロ
ー

ン
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
客
様

に
は
、『
中
央
ろ
う
き
ん
』
な
ら

び
に
協
賛
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
双

方
よ
り
各
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

◆
　
開 

催 

期 

間

二
〇
一
〇
年
七
月
一
日
（
木
）
～

　

二
〇
一
〇
年
九
月
三
〇
日（
木
）

◆
　
協
賛
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

（
五
十
音
順
）

○　

住
友
林
業
（
株
）

○　

積
水
化
学
工
業
（
株
）

○　

積
水
ハ
ウ
ス
（
株
）

○　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
株
）

○　

パ
ナ
ホ
ー
ム
（
株
）

○　

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
（
株
）

                             

① ２０１０年７月～９月末までに住宅展示場へ来場し「クオカード交換チケット」※を提出する。 
② ２０１０年１２月末までに協賛ハウスメーカーと建物建築請負契約を締結する。 
③ ２０１１年３月末までに＜中央ろうきん＞の住宅ローンを利用する。 
※ 「クオカード交換チケット」は各営業店又は住宅展示場の協賛ハウスメーカー事務所にあります。 

●「ろうきんサマー住宅フェア２０１０」の対象条件  

●「ろうきんサマー住宅フェアー２０１０」参加者へのプレゼント

 
 

 

○＜中央ろうきん＞からのプレゼント 

対象条件①を 
満たす方 

 
 
クオカード 
１，０００円分 
プレゼント 

対象条件①～③ 
全てを満たす方 

カタログギフト 
５，０００円 
相当分 

○＜協賛ハウスメーカー＞からのプレゼント 

 

   対象条件①を 
満たす方 

住宅展示場 
ご来場者向け 

粗品 

対象条件①と② 
を満たす方 

本体見積価格の 
 
３％割引 

対象条件①～③ 
全てを満たす方 

「ＪＣＢ 
ギフトカード」 
２０万円分 

「よくわかる 
住宅ローン 
ガイド」 

※「他の限定特典との重複利用」「建売分譲住宅」「2010年6月30日迄の成約済み物件」は対象外とさせていただきます。
　（詳しくは、最寄の営業店やローンセンターへお問い合わせください。）

　

ど
ん
な
場
所
に
住
む
か
を
決

め
る
の
は
と
て
も
大
事
な
事
で

す
。

　

誤
っ
た
場
所
を
選
ん
で
し
ま

う
と
、
自
然
災
害
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
、
不
健
康
な
生
活
を
営

む
事
に
な
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
良
さ
そ
う
に
見
え

て
、
実
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
家
が

建
た
な
い
敷
地
だ
と
い
う
事
も

あ
り
ま
す
。
慎
重
に
選
び
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

熟
練
し
た
住
ま
い
の
設
計
者

に
一
緒
に
観
て
も
ら
う
事
も
一

つ
の
選
択
肢
で
す
。
半
日
程
度

で
三
万
円(+

消
費
税)

、
一
日

で
五
万
円(+

消
費
税)

く
ら

い
か
か
り
ま
す
が
、
大
き
な
買

い
物
で
す
の
で
、
安
心
の
た
め

の
経
費
と
考
え
れ
ば
高
く
は
な

い
と
い
う
方
が
殆
ど
で
す
。

　

日
本
の
気
候
か
ら
考
え
る
住

ま
い
の
適
所
は
「
日
当
た
り
が

良
い
」「
風
通
し
が
良
い
」「
水

は
け
が
良
く
て
、
台
風
な
ど
の

強
風
か
ら
は
守
ら
れ
る
」
場
所

と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
し
隣
の
空
き
地
は
あ
て
に

し
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
公
園
で
も
な
い
限
り
は
何

か
建
築
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

環
境
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
公

園
や
緑
の
多
い
と
こ
ろ
が
良
い

の
で
す
が
、
都
会
又
は
都
市
近

郊
に
住
む
と
い
う
社
会
的
条
件

か
ら
考
え
ま
す
と
、
病
院
や
郵

便
局
、
区
市
役
所(

又
は
出
張

所)

、
幼
稚
園(

保
育
園)

、
小

学
校
、
中
学
校
、
図
書
館
、
美

術
館
、
音
楽
ホ
ー
ル
な
ど
の
都

市
施
設
が
あ
る
か
ど
う
か
も
大

事
な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。又
、

交
通
機
関
の
事
も
確
認
す
べ
き

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

全
部
に
当
て
は
ま
る
箇
所
は

そ
う
は
無
い
と
思
い
ま
す
が
、

一
〇
年
後
二
〇
年
後
を
冷
静
に

考
え
て
、
ご
自
分
た
ち
家
族
の

優
先
順
位
を
決
め
て
、
プ
ラ
ス

が
幾
つ
か
で
も
当
て
は
ま
る
処

を
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

執
筆
‥
高
本
明
生
（
一
級
建
築
士
）

○
プ
ラ
ス
要
因

日
当
た
り
、
風
通
し
、
静
け
さ
、

空
気
の
質
が
良
い
、
樹
木
、
公
園
、

文
化
施
設
、
公
共
施
設
、
駅
、
病
院
、

交
番
、
ポ
ス
ト
や
郵
便
局
、
銀
行
、

生
鮮
食
品
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
が

近
い
な
ど
。

○
マ
イ
ナ
ス
要
因

高
圧
線
、
池
・
沼
・
川
等
の
湿
気

の
多
い
処
、
谷
の
埋
め
立
て
や
急

傾
斜
へ
の
盛
土
な
ど
無
理
な
造
成

を
し
た
処
、
飛
行
機
の
通
り
道
、

騒
音
の
多
い
工
場
の
近
く
、
交
通

の
激
し
い
道
路
際
、
ゴ
ミ
処
理
場

の
煙
の
流
れ
て
来
る
方
向
の
土
地

な
ど
、
悪
臭
、
騒
音
は
避
け
た
い

事
で
す
。

　

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
下
都
賀
支
部
第
４
回
定
期

総
会
が
七
月
二
一
日
小
山
市
勤

労
者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
代
議

員
一
七
名
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
小
関
副
理

事
長
か
ら
日
頃
よ
り
当
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
各
組
合
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
感
謝
し
て
い
る

旨
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
続

き
来
賓
の
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
小

松
専
務
理
事
よ
り
激
励
の
ご
挨

拶
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で

下
都
賀
地
協
に
次
い
で
那
須
及

び
宇
河
地
協
に
セ
ン
タ
ー
を
設

立
、
今
後
残
り
の
地
協
も
早
期

に
立
ち
上
げ
る
旨
報
告
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
議
事
に
入
り
二
〇
〇

九
年
度
の
活
動
報
告
と
し
て
、

①
相
談
活
動
状
況
②
教
宣
（
宣

伝
・
周
知
）
活
動
③
諸
会
議
へ

の
出
席
④
下
都
賀
支
部
理
事
会

開
催
等
、
ま
た
二
〇
一
〇
年
度

活
動
方
針
と
し
て
、
①
セ
ン

タ
ー
の
周
知
・
宣
伝
活
動
の
強

化
さ
ら
に
②
関
係
諸
団
体
と
の

連
携
を
密
に
し
、
よ
り
相
談
体

制
の
充
実
を
図
る
等
が
提
起
さ

れ
代
議
員
の
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。
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保
障
設
計
の
基
礎
知
識
〜
自
動
車
補
償
・
基
本
補
償
編
②
〜

人
身
傷
害
補
償
・

搭
乗
者
傷
害
補
償

運
転
者
の
条
件
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

第
二
回
地
方
労
福
協

会
議
開
催
さ
れ
る

　

前
号
で
は
、
自
動
車
補
償
の

「
相
手
方
に
対
す
る
補
償
」
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今
号
で
は
、

「
ご
自
身
お
よ
び
同
乗
者
に
対

す
る
補
償
」
に
つ
い
て
、「
人

身
傷
害
補
償
」
と
「
搭
乗
者
傷

害
補
償
」
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
人
身
傷
害
補
償
」

で
す
が
、
こ
の
補
償
は
、
ご
自

身
や
ご
家
族
が
車
に
乗
車
中
や

歩
行
中
に
死
傷
し
た
場
合
、『
過

失
割
合
に
関
係
な
く
』、
保
険
・

共
済
金
額
の
範
囲
内
で
『
認
定

さ
れ
た
総
損
害
額
を
お
支
払

い
』
す
る
補
償
と
な
り
ま
す
。

過
失
割
合
に
関
係
な
く
お
支
払

額
が
確
定
す
る
た
め
、
示
談
前

で
も
、
治
療
費
の
心
配
を
す
る

こ
と
な
く
、
治
療
に
専
念
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、「
搭
乗
者
傷
害
補
償
」

は
、
事
故
に
よ
り
負
っ
た
け
が

に
つ
い
て
、
け
が
の
箇
所
・
症

状
に
よ
り
、
定
め
ら
れ
た
額
を

お
支
払
い
す
る
「
部
位
症
状
別

定
額
払
い
」
と
、
入
院
・
通
院

日
数
に
よ
る
「
日
額
払
い
」
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
場

合
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
「
定
め

ら
れ
た
額
」
を
受
け
取
れ
ま
す

が
、
相
手
方
と
の
示
談
が
成
立

す
る
ま
で
は
、
制
度
上
、
補
償

額
の
全
額
は
受
け
取
れ
な
い
制

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
労
済
で
は
、
実
際
に
か

か
っ
た
損
害
額
を
全
額
補
償
す

る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
、
見
舞

金
な
ど
の
仕
組
み
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
、
示
談
を
待
た
ず
し

て
お
支
払
い
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
優
先
的
に
「
人
身
傷
害
補

　

自
動
車
保
険
・
共
済
の
仕
組

み
で
は
、
年
齢
条
件
な
ど
、
運

転
者
に
応
じ
て
割
引
が
受
け
ら

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
三
十
歳
以
上
の
夫

婦
し
か
運
転
し
な
い
車
で
あ
れ

ば
、「
三
十
歳
以
上
限
定
・
家

族
限
定
」
と
い
う
条
件
を
加
え

れ
ば
、
掛
金
は
従
来
の
掛
金
よ

り
か
な
り
安
く
な
り
ま
す
。
年

齢
条
件
は
、
二
一
歳
以
上
・
二

六
歳
以
上
・
三
十
歳
以
上
（
・

三
五
歳
以
上
）
と
い
う
区
分
け

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

自
身
お
よ
び
、
契
約
し
て
い
る

車
の
運
転
者
に
応
じ
て
、
年
齢

設
定
を
行
う
こ
と
で
、保
険
料
・

共
済
掛
金
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
運
転
者
を
同
居

の
親
族
に
限
定
す
る
「
家
族
限

定
」
や
、主
た
る
被
保
険
者
（
被

共
済
者
）
の
子
ど
も
が
車
を
運

転
す
る
場
合
に
付
帯
す
る
、「
子

供
特
約
」
も
、
補
償
内
容
を
変

更
せ
ず
に
、
掛
金
を
抑
え
る
割

引
制
度
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
運
転
者
の
年

齢
条
件
な
ど
を
ご
自
身
に
あ
っ

た
内
容
に
す
る
こ
と
で
、
掛
金

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
自
身
の
契
約
内
容
を
も
う
一

度
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
も
し
、
条
件
に
あ

わ
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
見
直
し

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
条

件
の
範
囲
外
の
運
転
者
が
い
る

場
合
は
、
補
償
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
、
早
急
に
手
続
き

を
行
い
、
適
正
な
契
約
内
容
に

修
正
し
ま
し
ょ
う
。

償
」
を
付
帯
す
る
よ
う
に
お
す

す
め
し
て
お
り
ま
す
が
、「
搭

乗
者
傷
害
補
償
」
と
併
せ
て
加

入
す
る
こ
と
で
、
併
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
よ
り
安
心
の
補
償
に

な
り
ま
す
。

全
労
済
栃
木
県
本
部
通
常
総
代
会
並
び
に
代
表
者
会
議
開
催
の
ご
報
告

　

七
月
三
十
日
に
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
全
労
済

栃
木
県
本
部
第
三
四
回
通
常
総

代
会
・
栃
木
県
労
働
者
共
済
生

活
協
同
組
合
第
五
二
回
通
常
総

代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
総
代
会
で
は
、
理
事
会
が

提
案
し
た
議
題
に
対
し
て
、
総

代
定
数
一
五
〇
人
の
う
ち
、
総

代
一
四
三
人（
委
任
状
二
二
人
）

の
皆
さ
ま
の
熱
心
な
討
議
の
う

え
、
全
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
退
任
役
員
の
後
任

と
し
て
、
立
川
一
男
理
事
（
佐

野
地
区
選
出
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
生
協
法
改
正
の
関
係

に
よ
り
、二
〇
一
〇
年
度
よ
り
、

総
代
会
の
名
称
が
代
表
者
会
議

と
名
称
変
更
と
な
っ
た
た
め
、

二
〇
一
〇
年
度
計
画
に
つ
い
て

の
審
議
は
、
全
労
済
栃
木
県
本

部
第
一
回
代
表
者
会
議
に
お
い

て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
、
栃
木
県
本
部
経
営
委

員
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
経

営
委
員
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
表
彰
に
つ
い
て

　

本
総
代
会
に
お
い
て
、
二
〇

〇
九
年
度
、
特
に
顕
著
な
活
動

を
い
た
だ
い
た
地
区
運
営
委
員

会
お
よ
び
協
力
団
体
に
つ
い

て
、
表
彰
を
い
た
し
ま
し
た
。

表
彰
地
区
お
よ
び
、
表
彰
団
体

は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。

一
．
地
区
運
営
委
員
会

　
　

・
塩
那
地
区
運
営
委
員
会

　
　

・
日
光
地
区
運
営
委
員
会

二
．
協
力
団
体
（
敬
称
略
）

・
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
労
働
組
合

・
萩
島
自
動
車
共
済
会

・
滝
沢
ハ
ム
労
働
組
合

・
烏
山
通
運
労
働
組
合

・
東
武
バ
ス
労
働
組
合
日

光
分
会

・
全
農
林
労
働
組
合
と
ち

ぎ
分
会

・
全
建
総
連
栃
木
県
建
設

労
働
組
合
県
南
地
区

・
ス
タ
ン
レ
ー
電
気
労
働

組
合
宇
都
宮
支
部

・
ホ
ン
ダ
エ
レ
シ
ス
労
働

組
合

・
タ
ツ
ミ
労
働
組
合

　

第
二
回
地
方
労
福
協
会
議
が

八
月
二
日
～
三
日
に
か
け
て
東

京
（
如
水
会
館
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
冒
頭
、
笹
森
中
央
労

福
協
会
長
か
ら
、
①
他
事
業
団

体
と
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中

か
ら
運
動
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ

て
き
て
い
る
②
参
議
院
選
挙
は

残
念
な
結
果
と
な
っ
た
③
司
法

修
習
生
の
給
付
制
廃
止
反
対
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
高
橋
事
務
局
長
か

ら
①
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
年

度
政
策
制
度
要
求
②
改
正
貸
金

業
法
の
完
全
施
行
③
協
同
労
働

の
協
同
組
合
法
の
動
向
④
司
法

修
習
生
の
給
付
制
廃
止
反
対
⑤

国
際
協
同
組
合
年
の
対
応
に
つ

い
て
報
告
の
あ
と
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
報
告
が
さ
れ
確
認
し
た
。

　

引
き
続
き
、
特
別
テ
ー
マ
と

し
て
、
①
関
口
税
理
士
か
ら
、

「
公
益
法
人
制
度
改
革
に
対
す

る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」
②

池
本
弁
護
士
か
ら
「
地
方
消
費

者
行
政
の
充
実
・
推
進
に
向
け

て
」
の
提
起
が
あ
り
、
質
疑
・

意
見
交
換
を
し
て
、
一
日
目
を

終
了
し
た
。

　

二
日
目
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ユ
ー
ス
ポ
ー
ト
横
浜
・
岩
永
理

事
長
か
ら「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
実
践
に
向
け
て
」
と

題
し
提
起
が
あ
り
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
、
①
佐
賀
労
福
協

②
愛
媛
労
福
協
③
京
都
労
福
協

か
ら
設
置
一
年
間
の
課
題
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
新

潟
労
福
協
な
ら
び
に
山
形
労

福
協
か
ら
構
成
組
織
・
団
体
と

の
連
携
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
、

質
疑
・
意
見
交
換
を
行
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
高
橋
事
務
局
長

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
絆
、

た
す
け
あ
い
、
支
え
合
い
の
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う

言
う
意
味
で
は
、
労
働
者
の
自

主
福
祉
事
業
が
求
め
ら
れ
る
時

代
に
な
っ
て
き
た
。
自
分
た
ち

が
新
し
い
事
業
を
創
造
し
作
っ

て
い
く
新
し
い
公
共
の
時
代
と

な
っ
て
く
る
。
お
互
い
に
頑
張
っ

て
労
福
協
運
動
を
進
め
て
い
こ

う
と
の
ま
と
め
を
行
い
二
日
間

の
日
程
を
終
了
し
た
。
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栃
木
労
生
協
活
動
の
ご
案
内

福
祉
セ
ン
タ
ー
館
内

※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）「生きる」を創る。

医療保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

【特約】
がん以外の病気・ケガの保障

【特約】
女性の上乗せ保障

プラス プラス

恒
例
！
夏
ま
つ
り
を
開
催ダーツゲーム優勝の行くへは？

原爆パネル展

核
の
な
い
平
和
を

原
爆
パ
ネ
ル
展

『
お
う
ち
（
家
庭
）
で
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
』
に
９
４

４
人
が
参
加
し
ま
し
た

と
ち
ぎ
コ
ー
プ

　

こ
ん
に
ち
は
、
栃
木
労
生
協

で
す
。
今
日
は
、
栃
木
労
生
協

の
営
業
活
動
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
指
定
店
制
度
を
採
っ
て

お
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
事
務

所
に
お
伺
い
す
る
と
き
、「
栃

木
労
生
協
指
定
店
」
の
名
札
を

つ
け
た
業
者
が
紳
士
服
、
呉

服
、
貴
金
属
、
時
計
、
め
が
ね
、

そ
の
他
販
売
に
伺
わ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
一
回
の
お
支
払

い
が
三
千
円
以
上
、
一
〇
回
ま

で
金
利
無
し
で
利
用
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
回
覧
方
式
で
チ
ラ

シ
を
月
一
回
を
目
安
に
送
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
供
給
事
業
と
し
て

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
ド
を
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
県
内
何
処
で

も
、同
一
価
格
に
て
給
油
が
で
、

毎
月
一
五
日
締
め
、
二
〇
日
請

求
、
の
サ
イ
ク
ル
で
最
大
約
六

〇
日
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
家
族
カ
ー
ド
も
発
行
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
出
先
で
も
安
心

し
て
給
油
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ホ
ー
ム
・
リ
フ
ォ
ー
ム

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、
簡
単

に
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

そ
ん
な
時
、展
示
場
で
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
て
、
参
考
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
展
示

場
に
お
越
し
の
と
き
「
栃
木
労

生
協
の
組
合
員
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
組
合

員
割
引
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

栃
木
労
生
協
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
け
れ
ば
、木
造
住
宅
、

地
産
地
消
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
業
者
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

栃
木
労
生
協
建
築
指
定
業
者

・
阿
部
興
業

・
山
中
商
会

・
カ
ナ
メ

・
Ｄ
ｒ
リ
ホ
ー
ム
サ
ン
セ
イ

・
栃
木
積
水
ハ
ウ
ス

・
栃
木
ミ
サ
ワ.

ホ
ー
ム

・
パ
ナ
ホ
ー
ム
北
関
東

・
ト
ヨ
タ
ウ
ッ
ド
ユ
ー
ホ
ー
ム

・
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
あ
お
い

・
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

な
お
、
七
月
一
日
～
八
月
三
一

日
ま
で｢

夏
の
住
ま
い
づ
く
り

｣

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
す
。

是
非
、
お
近
く
の
展
示
場
ま
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
新
し
い

発
見
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず

で
す
。

　

栃
木
労
生
協
は

常
に｢

明
る
く｣

｢

元
気
に｣

｢

楽
し

く｣

を
合
言
葉
に

組
合
員
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ

う
、
仕
事
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
ど

ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
で
は
、
環
境

省
が
提
唱
す
る
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
賛
同
し
、

７
月
７
日
の
七
夕
の
夜
に
、
家

の
灯
り
を
消
し
て
過
ご
し
、
地

球
環
境
や
省
エ
ネ
、
今
の
く
ら

し
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
お
う
ち
（
家
庭
）
で
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
」
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

昨
年
ま
で
は
一
部
の
大
型
店

舗
で
行
っ
て
い
た
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
で
し
た
が
、
今
年
は
広
く
組

合
員
さ
ん
に
も
呼
び
か
け
、
お

知
ら
せ
な
ど
不
十
分
な
点
も
あ

り
ま
し
た
が
、
９
４
４
人
の
組

合
員
さ
ん
（
ご
家
族
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
か

ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
残
念
な
が
ら
天
の
川
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
家
族
み
ん
な
が
起
き
て
い

る
時
間
に
テ
レ
ビ
や
電
気
を
消

し
て
リ
ビ
ン
グ
に
全
員
が
集
ま

り
ま
し
た
。
学
校
で
あ
っ
た
出

来
事
や
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
ゆ
か
い
な
出
来
事
な
ど
を
話

し
ま
し
た
。
３
０
分
く
ら
い
の

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
で
し
た
が
思
い

が
け
な
い
家
族
の
団
欒
の
場
に

な
り
ま
し
た
。」

　
「
と
て
も
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

で
エ
コ
な
夜
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
だ
っ
た
ら
、
電
気
を
夜

遅
く
ま
で
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し

た
り
、
だ
ら
だ
ら
と
Ｔ
Ｖ
が
つ

い
て
い
た
り
と
・
・
。
静
か
に

過
ご
し
た
夜
に
な
り
、
改
め

て
、
こ
う
い
う
企
画
っ
て
い
い

な
ぁ
・
・
と
思
い
ま
し
た
。
今

度
は
七
夕
じ
ゃ
な
い
夜
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
す
。」

　

八
月
六
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て｢

夏
祭
り｣

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
入
館
団
体
が
夏
祭
り
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
入
館
団
体

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
同
じ
建
物
の
中
で

仕
事
を
し
て
い
て
も
中
々
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
年
に
一
度
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
普
段
は
、
会
議
で

使
わ
れ
て
い
る
部
屋
を
飾
り
つ

け
な
ど
し
て
即
席
の
ビ
ア
ホ
ー

ル
に
改
装
。

　

十
七
時
二
十
分
、
開
店
。
仕

事
帰
り
の
職
員
の
方
々
が
ビ
ア

ホ
ー
ル
に
集
合
。
参
加
者
が

揃
っ
た
と
こ
ろ
で
黒
﨑
夏
祭
り

実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
。
入

館
団
体
の
代
表
と
し
て
伍
井
労

福
協
会
長
の
挨
拶
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
山
田
理
事
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
ビ
ア
ホ
ー
ル
が
本
格

オ
ー
プ
ン
。

　

連
日
の
暑
さ
も
伴
っ
て
サ
ー

バ
ー
が
フ
ル
稼
働
。
コ
ッ
プ
に

生
ビ
ー
ル
が
次
か
ら
次
へ
と
注

が
れ
続
か
れ
ま
し
た
。

　

焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
、
焼
き
い
か
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
フ
ァ
ン
テ
ン
な
ど
模
擬
店
も

あ
り
本
格
的
な
ビ
ア
ホ
ー
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　

全
員
参
加
の
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
あ
り
賑
や

か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
用
意
し
た
生
ビ
ー
ル
が
な

く
な
る
頃
に
は
閉
店
の
時
間
。

青
木
連
合
会
長
の
手
締
め
に
よ

り
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
暑
い
中
、
準
備
や
汗
を

流
し
模
擬
店
な
ど
を
行
っ
て
く

だ
さ
っ
た
実
行
委
員
会
の
方
々

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
一
階
ロ
ビ
ー
で

七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
一
日

ま
で
県
原
爆
被
害
者
協
議
会
に

よ
る
「
被
爆
六
十
五
年　

原
爆

パ
ネ
ル
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

広
島
と
長
崎
の
原
爆
投
下
直

後
の
被
爆
者
や
街
並
み
を
と
ら

え
た
写
真
パ
ネ
ル
や
関
係
書
籍

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
中
は
、
多
く
の
方
が
見

に
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報

道
関
係
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
や
核
の
な
い
平

和
の
大
切
さ
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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東
照
宮
の
あ
れ
こ
れ

★

第
二
弾

①
石
鳥
居

　

東
照
宮
の
境
内
入
口
に
立
つ

石
鳥
居
は
、
御
影
石
で
で
き
て

お
り
高
さ
が
九
ｍ
と
江
戸
時
代

の
石
鳥
居
と
し
て
は
日
本
最
大

級
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　

小
さ
く
見
え
る
東
照
大
権
現

の
額
は
、
後
水
尾
天
皇
の
自
筆

で
畳
一
枚
分
の
大
き
さ
が
あ
り

ま
す
。

　

石
鳥
居
手
前
の
十
段
の
階
段

は
、
上
に
行
く
ほ
ど
石
段
の
幅

が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
下
段
と

上
段
の
幅
の
差
が
約
一
ｍ
も
あ

る
。
石
段
の
高
さ
も
低
く
な
っ

て
お
り
、
下
段
と
上
段
で
は
約

十
ｃ
ｍ
の
差
が
あ
る
。
鳥
居
を

遠
く
高
く
雄
大
に
見
せ
る
た

め
、
遠
近
法
を
利
用
し
た
工
夫

が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

②
想
像
の
象

　

東
照
宮
の
表
門
を
く
ぐ
り
前

方
左
側
に
見
え
る
三
神
庫(

さ

ん
じ
ん
こ)

の
ひ
と
つ
、
上
神

庫(

か
み
じ
ん
こ)

に
施
さ
れ

た
象
の
彫
刻
。
上
神
庫
の
屋
根

の
下
、参
道
に
面
し
た
部
分
に
、

白
と
灰
色
の
二
頭
の
大
き
な
象

の
彫
刻
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の

狩
野
派
を
代
表
す
る
絵
師
・
狩

野
探
幽(

か
の
う
た
ん
ゆ
う)

が
、
実
物
を
知
ら
ず
に
想
像
だ

け
で
彫
刻
の
下
絵
を
描
い
た
こ

と
か
ら
「
想
像
の
象
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
実
際
の
象
と
は
耳

や
尻
尾
の
形
が
違
っ
て
い
ま

す
。

　

上
神
庫
は
重
要
な
神
宝
類
を

収
蔵
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
御

宝
蔵
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
蔵
」

と
「
象
」
の
語
呂
合
わ
せ
や
洒

落
で
、
こ
こ
に
象
の
彫
刻
が
施

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

③
東
照
宮
水
屋

　

陽
明
門
の
手
前
、
二
の
鳥
居

の
左
側
に
あ
る
の
が
水
屋
。
参

拝
者
が
参
拝
前
に
手
と
口
を
清

め
る
た
め
の
建
物
だ
が
、
極
彩

色
と
金
色
に
輝
き
、
ま
さ
に
豪

華
絢
爛
。
寛
永
十
三
年(

一
六

三
六)

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

柱
に
は
銅
板
に
彫
金
を
施
し
、

金
箔
を
貼
っ
て
造
ら
れ
た
美
し

い
飾
り
金
具
が
つ
い
て
い
る
。

通
常
、
飾
り
金
具
は
木
の
柱
に

取
り
付
け
ら
れ
る
が
、
日
光
で

は
石
に
取
り
付
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら「
石
に
金
物
日
光
ば
か
り
」

と
い
う
、
珍
し
い
も
の
を
た
と

え
る
諺
が
生
ま
れ
た
。
屋
根
の

西
側
の
一
端
が
切
り
落
と
し
て

あ
り
、「
角
切
り
の
屋
根
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
魔
除
け
の
た

め
に
、
一
ヵ
所
だ
け
他
と
異
な

る
仕
様
を
施
し
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
説
と
、
杉
の
幹
が
屋

根
に
当
た
る
の
で
切
り
落
と
し

た
と
い
う
説
が
あ
る
。

陽明門

上神庫

今
後
の
予
定

八
月

一
九
日
～
二
〇
日

Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
関
東
総
支
部 

定
期
大
会

二
三
日連

合
栃
木
総
研
理
事
会

第
二
回
講
演
会

二
四
日第

一
九
七
回
福
祉

セ
ン
タ
ー
理
事
会

三
一
日
～
一
日

東
部
労
福
協
幹
事
会
・ 

代
表
者
会
議
・ 

事
業
団
体
代
表
者
会
議

九
月

三
日

第
四
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

フ
ォ
ロ
ー
ア
ツ
プ

三
〇
日連

合
栃
木
総
研 

第
二
六
回
通
常
総
会

一
〇
月

七
日
～
八
日

事
業
団
体
代
表
者
会
議
・ 

地
方
労
福
協
合
同
会
議

九
日

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

一
四
日第

二
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー 

ゴ
ル
フ
大
会

一
五
日福

祉
リ
ー
ダ
ー
塾

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会

福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
修
了
式

一
六
日
・
ニ
三
日

軟
式
野
球
大
会


